
別記様式第３号 

 

薩摩川内市地域おこし協力隊員受入候補団体等事業提案書 

 

団体等名 藺牟田地区コミュニティ協議会 . 

 

１．活動地域 （隊員が活動する範囲などを記載してください。また、連携する団体等について記

載してください） 

 

 活動範囲 ： 藺牟田地区内の範囲 

 連携団体 ： 藺牟田地区コミュニティ協議会、藺牟田池愛好会 

 

２．地域の概要 ①人口、高齢化率 

 

 活動区域  人口  867 人  高齢化率 約    ％ 

 
※わかる範囲で記入してください。 

②自然条件や歴史・文化、社会・経済的条件など特徴があるものを記載してくださ

い。 

国際的に貴重な湿地帯を保護するラムサール条約にも登録され、環境省

の絶滅危惧種にも登録されているベッコウトンボの生息地としても保護

活動が実施されている県立自然公園藺牟田池は、鹿児島市や姶良市、霧

島市等からも自動車による移動で 1 時間圏内と訪れやすい立地条件で、

近年、キャンプやピクニック、外輪山登山、トレイルランニングなど多

くの観光客が訪れる観光地となっています。 

③地域の特産品などがあれば記載してください。 

稲作や野菜、畜産業などが盛んで、地元産品である里芋を活用した「さ

とっこ揚げ」等が有名です。 

３．現状と課題 若者世代の都市部流出による少子高齢化で、地区の活力が著しく低下し

ています。長年コミュニティ協議会が開催してきた地域イベントもこれ

らの影響で開催を断念し廃止となった行事も存在し、令和 5 年度をもっ

て地区の藺牟田小学校が閉校することにより、新たな青・壮年世代によ

る地域活性化体制の整備による活性化策の実施と拠点整備が喫緊の課題

となっています。 

４．具体的な事業内容 （隊員に支援してほしい地域協力活動について記載） 

 藺牟田池及び藺牟田温泉等の観光資源を活用した地域活性化イベン

トの企画・運営（マラソンやトレイルラニング等のスポーツイベン

トやマルシェ等） 

 藺牟田池愛好会との連携による同会主催イベントの支援 

 世代間交流等地区民の交流促進を目指したイベントの企画・立案・

運営 

 観光資源や特産品、くらし等、藺牟田の SNS 等を活用した魅力情報

発信 

 空き家対策、児童減対策を踏まえた藺牟田ぐらしの提案と情報発信 

 地区コミュニティと連携した、持続可能な地域活性化組織構築の環

境整備 



５．隊員受け入れの 

必要性 

（隊員の配置により薩摩川内市や地域の活性化にどのような貢献や役割を目指すの

か） 

地域おこし協力隊員の受け入れによる、SNS 等を活用した地区の魅力発

信と地区活性化イベント開催に専門的に活動する人材が必要。 

 

６．隊員の役割や活動 

内容、求める人物 

像等 

（事業の推進体制や任用時の職位、能力・経験・年齢層等） 

貴重な観光資源である県立自然公園藺牟田池や地区住民と共に地元の元

気・魅力度アップをはかるチャレンジ精神に溢れるアイディアマンで、

企画立案能力、プロジェクトマネジメント能力、IT 機器及び SNS 等高

い情報リテラシーを有した人材を求めています。 

７．隊員の支援体制及 

び地域住民との関 

わり方 

（隊員の支援体制、地域住民との交流等） 

藺牟田地区コミュニティセンターを活動拠点とし、協議会主催及び地区

他団体主催イベントや交流会、会議等の参加により密な交流をはかりま

す。また地区住民より世話役を任命し、きめ細かい生活支援に努めま

す。 

８．期待される効果 隊員が地区住民と協力して藺牟田池等貴重な観光資源を活用した活

性化策の展開と、地域の魅力情報発信により地区の活性化と観光来

訪者の増加が期待できます。併せて空き家等を活用した魅力ある藺

牟田地区への移住促進が期待されます。 

９．事業スケジュール

及び事業の継続性 

＜１年目＞ 

 地域活性化に取り組む関連団体との交流、連携などの基盤強化と環

境整備 

 地区青・壮年団体組織化と体制整備 

 コミュニティ協議会主催イベントの応援 

 地区イベント等の実施準備、参加を通した地区住民との交流 

 イベント及び地域の魅力等情報発信の開始 

＜２年目＞ 

 再開・新規を含めた主催イベントの企画、運営、実施 

 情報発信の頻度及び内容充実と環境・体制強化 

 地区青・壮年団体との更なる連携強化 

 閉校となった地区小学校の跡地利用策検討 

＜３年目＞ 

 再開・新規を含めた主催イベントの企画、運営、実施 

 継続的な情報発信 

 持続可能なイベント実施体制及び環境の整備 

〈任期終了後の団体での事業継続について〉 

 1 年目に整備した地区青・壮年世代によって構成される地区活性化

団体による継続的な活性化イベント等の実施を行います。 

１０．隊員の任期満了

後の定住・定着の

支援体制 

 空家となった住宅及び公営住宅等の紹介及び斡旋 

 派遣期間中を通した地区および周辺地域企業とのマッチング 

 起業を希望する隊員への、起業後顧客となりうる企業、個人及び団

体とのマッチング 

１２．その他 （この活動に関わることで隊員が得られる経験・スキル等がありましたら記載して

ください。） 

 隊員自身による情報発信及びプロジェクトマネジメントノウハウの

習得及び、関連アプリケーション等 IT スキルの習得を教育、支援

します。 

※必要に応じて、事業内容の詳細のわかる資料を添付してください。また、適宜、行の高さを変更

するなど 


